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        四気＝川越中校訓「やる気 ほん気 こん気 げん気」 

最高のバトンパス 

 平成２８年度全校生徒で過ごす川越中学校での学校生活最終日を、一昨日終えました。 

『四気折々』前号でお願いしたとおりの素晴らしい「第２７回 川越中学校 卒業証

書授与式」となり、ご来賓の方々をはじめ、卒業生を含む全列席者に大変感謝していま

す。そして、卒業生から在校生に最高のバトンパスが行われた卒業式になったことも、

ご列席いただきましたみなさんと共有でき、うれしく思います。 

私たち教職員一同及び在校生は、平成２８年度卒業生の築き上げた伝統を引き継ぎ、

昨日８日（水）より、次年度の準備期間としてスタートしました。 

来年、再来年の卒業式も最高のバトンパスとなるよう、日々の教育活動を生徒ととも

に充実させてまいりますので、保護者の皆様には、今までと変わらぬご支援・ご協力を

お願いいたします。 

なお、卒業生に向けた城田町長様のご祝辞、寺本教育委員長様の告辞、私の式辞の概要

の一部をご紹介させていただきます。在校生であるあなたたちにも卒業生と同じく受け

止めていてほしいと願います。 

 

 

≪城田町長様のご祝辞より≫ 

  「グローバル」と「ローカル」の２つの面を併せ持った、正に、「グローカル」な

人間として進んでほしい。ある時は、世界の中の一人の人間として、またある時は、

この川越町の一人の住人として、平和と福祉の発展に貢献できる人になってほしい。 

≪寺本教育委員長様の告辞より≫ 

  ２１世紀を担う一人として、自ら考え、判断し、行動することができる「生きる力」

を培い、様々な人たちとより豊かにかかわり、協力しあったり、高めあったりする「共

に生きる力」も養ってください。その中で豊かな人間性を育んでいくことも大切です。 

≪私の式辞より≫ 

  凡事徹底し、感謝の気持ちを表すことのできる謙虚な人でいてほしい。成長した自

分を信じ、すべてを受け入れることのできる仲間を信じ、どんな困難が待ち受けてい

ようとも、心地よい風が吹く時・場所を求め、勇気を持って挑戦し続けてください。 
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